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報告事項

•（公社）全国土木コンクリート
ブロック協会との共同研究の経緯

•河川用護岸ブロックにおける
景観評価の進展
•護岸ブロックの景観評価手法
•美山河改定の取り組み
•その他

•残された課題と今後の展望
＊美山河⇒「美しい山河を守る災害復旧基本方針」
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河川用護岸ブロック
環境評価の経緯
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多自然川づくりの進展
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平成2年11月「『多自然型川づくり』の推進について」の通達

平成17年9月「『多自然型川づくり』レビュー委員会」設置

平成18年10月「多自然川づくり基本指針」の通知
●平成19年3月「多自然川づくりポイントブック

～河川改修時の課題と留意点～」の発刊

平成20年3月「中小河川に関する河道計画の技術基準について」の通知

平成22年8月に河岸・水際部の項目を付加、全体を修正して基準を改訂

平成26年3月「美しい山河を守る災害復旧基本方針」を改訂
平成29年6月「持続性ある実践的な多自然川づくりに向けて」の通知
平成30年6月「美しい山河を守る災害復旧基本方針」を改訂
平成31年4月「大河川における多自然川づくり－Q&A形式で理解を深める－」の通知

●平成23年10月の基準改訂版の解説書として「ポイントブックⅢ」を発刊

●平成20年8月通知の技術基準の解説書として「ポイントブックⅡ」を発刊



護岸露出時は必要な環境機能を確保する（技術基準、PBⅢ）

①のり肩・水際部に植生を持つことを原則とし、
直接人の目に触れる部分を極力小さくする
ことが望ましい

②-a 周辺景観と調和するため
・護岸の素材が周辺と調和した明度、彩度、
テクスチャーを有していること

・護岸のり肩、護岸の水際線等の境界の処理は、
目立たず周囲と調和していること

②-b 生物の生息・生育空間・移動経路の機能
を持つことが求められる

・生物の生息・生育場所や植生基盤となりうる
空隙を持つこと（景観にも留意）

・生物の生息・生育に適した湿潤状態ののり面
を確保するため、透水性・保水性を持つこと

河畔林

植生

平成15年頃からの自然共生研究センターでの
研究成果等に基づき以下の機能を整理した。



共同研究の当初の目的

「中小河川に関する河道計画の技術基準」がH22年8月に改定され、河岸・
水際部の計画・設計手法が明示された。この中で、護岸が露出する場合に
は護岸工法に環境機能を確保することを求めているが、環境機能の評価手
法には定まったものがないため、今後、護岸工法として広く使用される護
岸ブロック工法について、具体的な評価手法を確立していくことが必要と
なる。また、評価基準に照らして高性能製品を製作するにはコンクリート
ブロックだけでなく環境に関する高度な知識が必要となるため、メーカー
が実際に製品を開発し、これを普及させるには相当の期間が必要となる可
能性がある。
本研究では、以上に鑑み、①河川景観・自然環境の保全の観点から護岸

ブロックの評価手法を確立し、②評価手法に照らして性能の高い製品を試
作し、試験施工を行って問題点の抽出と改良を図りながら具体的な製品の
普及を図ることを目的とする。

河川における護岸ブロックの環境評価手法に関する研究
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ブロック協会との共同研究と委員会との関係

役職は当時



共同研究ワーキング・委員会開催状況
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H24 5月23日 第1回ワーキング
6月25日 第2回ワーキング
7月23日 第3回ワーキング
10月4日 第4回ワーキング
11月27日 第5回ワーキング
12月20日 第1回委員会

H25 1月30日 第6回ワーキング
6月19日 第7回ワーキング
7月30日 第8回ワーキング
8月23日 第2回委員会
10月3日 第9回ワーキング
12月19日 第10回ワーキング

H26 1月28日 第11回ワーキング
3月10日 第3回委員会
5月28日 第12回ワーキング
12月3日 第13回ワーキング

H27 5月19日 第14回ワーキング
8月7日 第15回ワーキング

H28 1月26日 第16回ワーキング

H28 5月13日 第17回ワーキング
7月22日 第18回ワーキング
9月14日 第19回ワーキング
11月10日 第20回ワーキング

H29 1月25日 第21回ワーキング
3月29日 第22回ワーキング
5月18日 第23回ワーキング
6月30日 第24回ワーキング
9月15日 第25回ワーキング
11月22日 第26回ワーキング

H30 1月23日 第27回ワーキング
3月20日 第28回ワーキング
6月22日 第29回ワーキング
9月5日 第30回ワーキング

H31 1月10日 第31回ワーキング
3月20日 第32回ワーキング

第１期共同研究 第２期共同研究



第1回委員会での議論の内容
＜積護岸ブロックの性能評価方法の提示＞
①河川景観の評価方法（案）の提示

– 明度
• 評価方法（範囲、測定方法）を提示

– テクスチャー
• 定義、評価方法（範囲、判断基準）を提示

– 表面パターン（模様）
• 定義、評価方法（範囲、判断基準）を提示

②自然環境に関する考え方の整理と評価方法（案）の提示
– 自然環境の機能の必要性に関する議論
– 確保すべき機能項目に関する議論
– 各項目を評価する方法の提示

＜優良護岸ブロックの開発・提示＞
③フラッグシップ護岸の開発について
優良な護岸ブロックを開発し、優良ブロックのイメージを業界で共有
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10

護岸の景観に影響を与えている要因の整理



河川用護岸ブロックにおける
景観評価の成果と進展（現状）
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主たる成果

• 明度・テクスチャー評価手法の開発と運用
–「明度６以下」、「滑面を避ける」を実現

• 護岸の景観パターンの類型化と各類型の評価
• 目地の形状（幅・奥行等）が法面景観に及ぼす影響
• 緑化ブロックの景観評価と植被の支配要因の解明
• 石系模様の景観パターン（大型ブロック）の改良と展示

• 「美しい山河を守る災害復旧基本方針」改定（26.3）
• 「美しい山河を守る災害復旧基本方針」改定（30.6）
• 「大河川における多自然川づくり-Q&Aで理解を深める（31.３）
• 「共同研究報告書」の作成（H28、R１（予定））

• 「水辺空間シンポジウム」の開催（28、29） 12



＜ポイント＞明度6以下とし、周辺景観との明度差を抑える

河原の石の明度は概ね3～6
明度が高く、目立つ存在と
なっている

明度とは：目地や素材表面の陰影を含む平均的な明るさ
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明度の評価手法の確立と明度証明



◇解析のしくみ
• カラーチャートを撮影し、アプリケーションに取り込み、マンセル値をRGB近似値に変換
• 同じデジカメで護岸ブロックを撮影し、指定範囲のRGB値をアプリケーション内で平均化
• RGB近似値とマッチングさせ、マンセル値（明度）としてアウトプット

カラーチャート:マンセル値 護岸ブロック:RGB値アプリケーション

アウトプット:マンセル値(明度)

取込時に
RGB近似値に変換

指定範囲内の
RGB値を平均化

RGB近似値と指定範囲内の

平均RGB値をマッチング

明
度

彩度

明度の評価手法の確立と明度証明
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デジタルカメラ



明度証明書について
H30年度までの発行件数

1,570 件
急傾斜 1,147 件 緩傾斜 423 件

年度 H26 H27 H28 H29 H30
発行件数 492 588 187 153 150

１． 明度

15

明度の評価手法の確立と明度証明



２． テクスチャー
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テクスチャーの評価手法の確立とテクスチャー証明

＜ポイント＞「滑面」を避け、周辺景観との調和を図る。

テクスチャーとは：素材の表面の肌理や凹凸

• 肌理が細かい
• 凹凸はあるが、
のっぺりしている

• 肌理が粗い
• 凹凸（陰影、立体感）
がある

自然石 滑面ブロック

無機質な印象表情が豊か



滑面

擬石

205 205 205 204 205

203 203 205 200 205

201 203 205 205 205

203 203 204 204 204

204 204 200 202 202

191 153 180 182 169

150 90 193 158 140

168 88 181 95 146

186 150 96 101 158

120 158 173 160 169

輝度のばらつきが
ほとんどない

輝度のばらつきが
ある

２． テクスチャー

 肌理が細かく平ら →陰影ができない →輝度のばらつき小
 肌理が粗く凹凸あり →陰影ができる →輝度のばらつき大

※赤枠の中の輝度値は、イメージであり実際のピクセル数や輝度値とは異なる

テクスチャーと評価指標（輝度の標準偏差）の関係
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テクスチャーの評価手法の確立とテクスチャー証明



デジタルカメラ

輝度の標準偏差

画像データ

アプリケーションソフト

各ピクセルの輝度値
（0～255）計測範囲を指定

10cm四方

RGBを輝度値に
変換

テクスチャーの評価手法の確立とテクスチャー証明
解析のしくみ

18

輝度とは？
色による明るさの違いを
256階調（0～255）で
表したもの



0
2
4
6
8

10

0 2 4 6 8 10121416182022242628303234363840424446485052

頻
度

輝度の標準偏差

 印象調査結果より 滑面は、河川景観に調和しにくい
 肌理を持たせるには 11以上を目安 とすることが望ましい

滑面の範囲
自然石の参考値※

11以上を目安

２． テクスチャー

擬石 半割 ポーラス滑面

※ 石材の色等の影響あり
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テクスチャーの評価手法の確立とテクスチャー証明



副次的効果 ②生物の移動経路との関係

  

高
さ 

距離 

    

滑面 砂面 細礫面 中礫面

実験イメージ

肌理が細かい

登攀しにくい

肌理が粗い

登攀しやすい

２． テクスチャー

 肌理を粗くすると生物が登攀しやすくなる傾向がある
20

テクスチャーの評価手法の確立とテクスチャー証明



テクスチャー証明書について
H30年度までの発行件数

317 件
急傾斜 238 件 緩傾斜 79 件

年度 ～H28 H29 H30
発行件数 ― 143 174

２． テクスチャー
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テクスチャーの評価手法の確立とテクスチャー証明



副次的効果 ①明度との関係

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

0 20 40 60 80

明
度

輝度の標準偏差

滑面

擬石1
擬石2
半割

ポーラス

はつり

洗い出し

砂面

２． テクスチャー

 肌理を粗くすると明度が下がる傾向がある
22

テクスチャーの評価手法の確立とテクスチャー証明



美山河の改訂（H26.3）とポイント

① 災害復旧においても、河岸・水際部への配慮を徹底
する。

② 河畔樹木や淵等の重要な環境要素がある場合には、
保全を原則とする。

③ 重要種が生息する可能性が高い箇所は特別の配慮を
行う。

④ コンクリート系の護岸を用いる際の景観への配慮を
徹底する。

⑤ 環境上重要な区間や箇所については特別の配慮を行
います。

⑥ チェックリストを設け、設計の考え方が確実に現場
に反映できるプロセスを導入
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河岸と水際部の取り扱いの考え方

自然河岸
⇒目指すのはこれ

人工的な
河岸・水際部
⇒絶対避ける！

• 水際部に配慮
－植物、空隙、凹凸

• 河岸法面は
“配慮事項”で配慮

自然河岸を形成して
• 水際部
• 河岸法面部

５分の場合

２割の場合

に配慮

淵

樹木

湧水・浸透水

＋



• 災害復旧工事での使用頻度が高いコンクリート系の護岸工法については、
使用する際の留意事項を河川景観及び自然環境の２つに大別し、具体的な
解説を充実しました。
＜河川景観に関する留意事項の具体例＞
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コンクリート系護岸における景観配慮

忌避される景観
パターンを避ける

水際、天端・法肩のラインを不明瞭にする

実際の
護岸の
高さ

テクスチャー
を持たせる

法面の明度
彩度を抑える

３段の石積護岸１段の石積護岸 ３段の石積護岸１段の石積護岸

法面を分節する。

素材の大きさ

美山河の改定（H26.3）において明度の評価手法を記載、
ほぼ同時期に協会において証明制度の運用を開始



災害復旧事業編
H26年度の改定版を
更にマイナー改定

テクスチャーの評価手法を記載

改良復旧事業編
H30年度に新たに追加

美山河の改訂（H30.6）



大河川における多自然川づくり
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【after製品】【before製品】

ブロックのパターン改良

【説明会の開催】



シンポジウムの開催
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残された課題と展望
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残された課題

• パターンの概念整理と評価方法
パターン、大きさ、模様をどう整理する？

• 張ブロックについての評価方法が未確立

• 自然環境への配慮について
「景観は必須の配慮、自然環境は条件付き配慮」
としてきたが、本当はどうなのか？

• グレードの高い護岸ブロックの開発と活用
美山河において「重点区間」、「重点箇所」を設定
したが、高グレードへの道筋はまだ途上 31
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護岸の景観に影響を与えている要因の整理（再掲）



背後地：都市
谷積み

C3c C3b

C3aC1c

B1b

B3a

A2a

A2d

野面・玉石積み風
目地が目立つ

穴が目立つ

好まれる（調和している）好まれない（調和していない）

３． 景観パターン
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SD法で得られたデータの因子分析結果

護岸ブロックの景観パターンに関する既往研究



護岸ブロックの景観パターン

「景観パターン」
として構成する３つの

要素から定義

①大きさ

②積み方

③模様

34

パターン

模様

大きさ

再整理



①大きさ
護岸ブロックの大きさは、製品１個の面積である。
通常、縦×高さの面積により分類される。（赤枠）

１）小型ブロック
・面積が０．２５㎡以下/個である製品

２）大型ブロック
・面積が０．２５㎡を超える/個である製品

大型ブロック(L)小型ブロック(S)
35



②積み方
護岸ブロックの積み方は、布積み・谷積み・芋積み・亀甲積み・

多段
積み（階段）・特殊積みに分類される。

亀甲積み（T）

布積み（C） 谷積み（V） 芋積み（I）

多段積み（階段）
（M）

特殊積み（Sp）

36



③模様
護岸ブロックの模様は、構造目地（赤色）・模様目地（青色）・凹

凸・穴あき
などによって、分類される。

模様目地なし（N） 布積み模様風（C） 谷積み模様風（V） 四角形模様組合せ風
（T）

円形・多角形模様組合せ風（Po） スリット模様（S） 額縁模様（P） 飛び出し・穴あき
（PP）

37
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護岸ブロックの分類表（案）

注）空白は、「製品が少ない」もしくは「製品がない」ということである。



今後の展望（期待？）

• パターンの分類法の確立と普及をどう図るのか（短期）
–各製品がどのパターンに分類されるか？
–各パターンの改善すべき点は何かを整理

• 取り組みを継続すること（中期）
–今回の取り組みは端緒に過ぎない。
–次世代に引き継ぎ、継続することが大切

• ブロックの新しい方向性の打ち出し（長期）
–今回の取り組みを超えることが大切
–環境保全に繋がるブロックの考え方の明確化と開発

39



ご清聴ありがとうございました
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